
Journal for Interdisciplinary Research on Community Life vol.7, 2016, pp. 139-149 

 

地域生活学研究 第 7 号 2016 年 pp. 139-149 139 
 

招待論⽂ | Invited Article  

い に気候資源を利用す －インド農村に け 環境適応技術の 

事例よ － 

Utilization of the Climatic Resource: Lessons from  

Environmental Adaptation Technologies in Rural India  
 

浅田晴久 奈良女子大学文学部・准教授  

Asada Haruhisa, Ph.D.  Associate Professor, Faculty of Letters, Nara Women’s University  

 

摘 要 

地域 民 自然環境 い 利用 環境 変 い 適応 いう問題

い 地域気候学 視点 提唱 考察 農村 例 環境 来 状態 利

用 農学的適応技術 環境 都合 いい う 改変 工学的適応技術 社会全体 多様性 高

環境 変 対応 社会学的適応技術 3 例 紹 技術 農業

新 自然 利用形態 あ 陽 電 い 応用 能 あ 日 陽 電

問題 自然 利用 姿勢 異 自然観 対立 い 換え  

 

 

 地域気候学の提唱 

 

陽 電 問題 考え あ 日照時間

や雲 電 条件 気候要素 考察

い 主 気象学 気候学

専門的 扱わ 容 え

気象学 雲 生 際 大気 物理的条件

調 阿部 1939 気候学 日照時間

日 国 地域区 試

い Inoue and Matsumoto 2003 筆者 現在 勤

務大学 気候学 講義 実習 担当 い

日照時間や雲 析

や将来 測 論 い わ い 気候学

気象学 大 異 学問 地理学

一 あ ゆえ 大気現象 変 扱う

地域 居 人間 関わ 視

入 い 点 あ 地理学 自然環境 人

間社会 関係 解明 いう学問 あ 気候

や地形 自然環境 盤

成 立 社会 文 経 活動

積 地域 理解

いう特徴 持 い 中村ほ 1991

地域 産業や社会 育 際 気候や

自然環境 う 役割 果

いう 筆者 関心 寄  

気候 地域 要素 関わ

い 地域 現 影響 通 目 見

え い気候 理解 能 あ え

気候 観 いう あ 青山ほ 2000

抜 強風 防 形成 屋

敷林や 豪雪地帯 戸外 雪 避 設置

雁木 日 気候 観

あ 屋敷林や雁木 地域 民 気候

適応 手段 技術 一例 あ

形状や 調 逆 地域

気候 特徴 考察 う

自然環境 人間社会 密接 関わ 合

接点 観 あ 適応技術 あ

陽 電 環境 適応 手段 一 民

気候 資源 利用 技術 捉え
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以 う 視点 念頭

筆者 調査 環境適応技術 例

紹 国 陽 電 問題 考

え 手 得 い 日

報 近 経

展 い国 一 あ 大都 間

日 支援 高 鉄 建設 開始 い

朝日新聞 2016 一方 特 農村部 中心

必 経 的 福 あ 言え い

民 割合 多 彼 昔 ほ 変わ 方法

地域 自然環境 生活 営 い 筆

者 農村 暮 人々 い 気候変動

影響 い 気候資源 利用

生 延 調査

際 直接 気候 研究 間接的

地域 気候 知 手 彼 利

用技術 着目 民 自然 利用 技

術 地域 個性 強 働 自然 人間 関

係性 現わ あ  

民 自然環境 う 捉え う

適応技術 生 調 筆者

手法 気候 観 調 回 う

来 気候学 異 筆者 調査地

長期間滞在 村人 行動 観察

地域固 論理 技術 見 う

客観的 理論 当該地域 当

主観的 観察 通 地域

自然利用法 掘 う あ

う 手法 学際的 あ 地域研究 1) 用い

地域研究 既存学問 理論 明

い う 複雑 問題 考え

比較的新 い学問 あ 国 外

地域 生 い 問題 解決 地

域固 自然要因 社会要因 考慮 仮

立 必要 あ 自然環境 利用法 気候変

動 適応法 い 地域 自 技術 見

あ う 手法 地域 気候

調 研究 多 い あえ

地域気候学 呼 あ う 2)  

 

 地域の気候を利用する諸技術 

 

図 1 インド全図 
 

東部 ッ い 著者 10 以

調査 1 ッ いわゆ

経 展 い 中 展

残 い 1 あ 3)

地方部 昔 型的 暮 見

筆者 い 村落 繰 返 訪問

1 村 長期滞在 形 農

家 い 手段 気候変動 環境変 適応

知識 技術 聞 調査

集  

ッ 社会 特徴 文 使用言語

異 民族 比較的 い範 暮 い

挙 ッ 地理的 や

国境 接 い

や中国雲 省 東 陸世界

近い 東 世界 世界 境界地

域 置 い あ 昔

系 民族 系 民族 互い

近い距 士 生活 い  
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図 2 アッサム州の生態環境区分 
Gopalakrishnan 2000 作成  

 

ッ 地域 特徴 う一 特筆

民族 異 生態環境

ゆ や 暮 い いう

点 あ 浅 2014 ッ 中央

いう ッ 高原 端 国

際河 東西 横断 形 流 河

支流 形成 沖積 地 広

い 2 人 大半

渓谷 部 集中 い 渓

谷 地形 水文環境 観点 以 う 3

地域 区  

 1 目 地域 渓谷 広大 面

積 占 自然堤防帯 あ 大

河 形成 自然堤防 後背湿地

地形 生 水文環境 複雑

い ッ 社会 多数派 あ

系 教 ホ 中世

支配者層 あ 系

教 ホ 暮 い 2 目

地域 流沿い 氾濫原

あ 雨季 河 水 増水

隣接 土地 数日 数 間冠水

い 季節的 過 水 御 困 地域

あ 19 世紀 以降 比較的新 い時期

西隣 地方 移

写真 1 ⾬季の開始と同時に⾏わ ⽥植え 
筆者撮影  

 
移民 移民 多数 い 3

目 地域 渓谷 端 あ 山麓

扇状地 あ 流 最 遠 標高

高 水 便 最 い 焼

営 系民族 主 暮 い

現在 19 世紀半 以降 建設 茶

多数立地 い 地形

水文環境 異 3

民 う 自然環境 付 合

地域 例 順 紹  

 

1. 平原の技術 

東部 あ ッ 降水 恵

水 稲 栽 中

渓谷 広い面積 占 自然堤防

帯 土地 肥沃 稲作 倉地帯 あ

立地 村落 土地 や 起

伏 伴 最 高い自然堤防 屋敷

地 設 背後 相対的 各世帯

水 利用  

村 6 頃 始 雨季 合わ 4

牛犂 利用 耕起作業 始 雨季

入 前後 植え 行わ 写真 1 植

え 人力 あ 雨季 行 早

水 最後 水
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い高 順番 苗 植え い

高 各世帯 水 土地

利用 い 自然適応 特徴 あ 浅

 2013 水 い 高い 最大

数 標高差 あ 各世帯

高 連 的 所 降雨変動

回避 い 気流

雨 変動 激 い 降

水 多い 水

稲 い 高

被害 免 逆 降水

少 い 高 水 完全 行 渡

稲 枯 う い 少

一定 穫 確保

各世帯 土地利用 工

災害 散 い  

高 水 微妙 異

稲 育 い 1

農家 複数 稲 品種 植え い

植え 地域 伝わ 在来品

種 あ 在来品種 面積あ い

食味や病害虫耐性 点 優 い 面 多い 農

家 特性 少 異 在来品種 時期

植え わ 労力

高 稲 栽 能 い  

技術 土地 来 自然環境 ほ

手 え あ 自然

適応 う 人間活動 ほう 工 合わ

い いう態度 農 や栽 品種

土地利用 農業技術 適応

い 農学的適応技術 呼 福井

1987 村人 自 地域 自然環境

知 尽 自然 最大

限活用 技術 い 技術体系 長い

時間 あ  

 

2. 河川沿いの技術 

 雨季 増水 耕地 冠水

稲作 能 河 沿い 氾濫原

異 生業 営 い 浅 2017

耕地 水 最大 数

雨季 自然環境 合わ 農業

営 能 あ い 乾季 始

10 頃 河 水 引 期間

雨 ほ 降 自然堤防帯 う

水稲作 行う 無理 あ 地域

19 世紀 以降 新 着い 移民

う 彼 厳 い自然環境 中 自

生業活動 行え う 元 自然環境 徹底

的 手 え 人工的 改変 あ  

 雨 降 い乾季 稲 栽 う

水 管井戸 設置 必要

応 動力 地 水 汲 灌漑 行わ

う 乾季 降雨 期待

い 稲作 利用 水 地 水

う 設備投資 資金

回 燃料代 膨 い

稲 日長 変 関係 栽 高 品種

用い 品種 面積当

高い 学肥料 投 殺虫剤 散

い 自家 翌 度 籾 保存 在

来品種 い 高 品種 購入

い 金 技

術 あ  

乾季 稲作 経 的 成立 い 要因 一

水 雨季 行う魚 養殖 あ 雨

季 水 冠水 う 無理 作

物 栽 水 引 間 魚 飼育

う いう あ 飼育 魚 種類 や

仲間 多 貴 源 ッ

需要 高い 雨季 終了 水 水

始 村 男性連中 中 育

魚 網 穫 都 部 場 搬 高値

売 乾季 入 完全 水

再 稲作 行わ 稲作 養魚 組

合わ 別 ッ 生 稲作
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写真 2 人工的に掘削さ た水⽥と乾季稲 
筆者撮影  

 

表土 撹乱 湛水後 雑草 土壌

機物 水中 溶 魚 良い

あ  

問題 一 魚 養殖

稲作 連 行 う 両者 栽 時期

う いう あ 乾季 稲作

行う 魚 完全 成長 前 12 頃

耕起作業 開始 い 翌

魚 養殖 始 稲 穫 始

い い 4 頃 稚魚 育成 始

い 矛盾 解消 土地 

利用 工 来 地形

状態 水 利用 区 一

部 掘 乾季 常 水 状態

あ 写真 2 水 一部区

通 水 い 稲 栽 準備期

魚 生育

対側 水 い状態 稲

植え 翌 雨季前 稲

終わ 前 水 い 早 区 稚

魚 投入 養魚 始 あ  

 う 河 氾濫原 元 あ 自然環

境 積極的 改変 自 都

合 良い環境 作 高い生産性 成

 

写真 3 茶園内に植え た樹⽊ 
筆者撮影  

 

い 自然環境 改変 土木工 技術

う 工学的適応技術 呼 福井 1987

適地適作 いう考え方 対 自 作

い 合わ 自然 改造 いう技術

あ 自然環境 対 深い理解

あ 言う い  

 

3. 山麓地の技術 

 最後 山麓扇状地 自然環境

う 利用 い う

流 最 あ 地域 地

形的 約 水 水 稲作

適 あ 植民地時代 造成 茶

園 多数立地 ッ 特産 茶葉

生産 点 い 現在 茶園 徹底的

科学的 管理 施 園 気象観測所

設置 い 多い 長期的

気候変動 う 対応 課題 一

い 過去 10 間 観測

ッ 降水 減少傾向 あ 々少

雨 う 対応 直近 課題

い  

 筆者 訪問 あ 茶園 気候変動 対

対策 一例 茶樹 間 樹木 大 植

え い 写真 3 ッ 茶園 強
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い日差 茶樹 茶樹 列 間

背 高い陰樹 植え 珍 い

広大 茶 中 樹木 大 植え い

壮観 あ 茶園 管理者

樹木 根 張 砂質成 越

土壌 地 水 保 雨 降

い時期 茶樹 水 や いう 4)

茶樹 樹木 生え い

地面 落 葉 腐敗 茶樹 養

いう効果 得 ッ 近

産地 競 勝 抜 農 や

肥料 使用 栽 ッ 茶葉

売 う い 茶園

樹木 落葉 園 自 牛

牧 茶樹 生え 雑草 食

排泄物 肥料 活用 い  

 例 元々 新 陰

樹 植林 人工的 環境 作 いう点

工学的適応技術 使用 い 言え

学 品 替え 牛 利用 いう点

農学的適応技術 利用 い 言え

技術 組 合わ 自然

働 行わ い あ  

 

4. 多民族社会に ける技術 

 以 3 例 見 う ッ

自然環境 厳 環境変 大

対 場面 農学的適応技術

工学的適応技術 利用 見

的 個人 行わ 対処法 あ

紹 個人 超え

地域社会 中 対処法 あ  

 述 う ッ いわゆ

系 教 外部

移 や 系

民 宗教 人種 民 暮

い 民 大 前節

異 自然環境 居

見 環境適応技術 民族 異

入 い 民族 互

い 交 合わ 社会 中 隔絶 暮 い

わ い  

 え 雨季 流

増水 沿い 集落 水被害

あ 季節的 氾濫 あ 民 一時的

集落 避 場所 確保

い 2014 夏 筆者 氾濫原地帯

総称 民 村落 洪水 遭

い 場面 目撃 際 彼 避 提

供 来 異 全 異 生

活 い 茶園 人々 あ 茶園 資

力 背 広大 敷地 中 自 学校や病

院 所 い 施設 茶

水 い 地 立地 い 洪

水 被害 直接及ぶ い 洪水 被

害 遭 多数 避 民 容 い 段

接点 少 い 思わ 沿い 民 山側

茶園 民 間 居 環境 差 利用

災害時 力関係 あ  

 民族 超え 民 士 関係

氾濫原 多数 移民 ッ

社会 占 教

生業活動 日々 習 大 異

ゆえ 移民 在来

教 間 衝突 生 あ

調査 い 彼 民

力関係 あ 移民

水 飼育 魚 ほ 教

多数暮 街中 場 荷 1 中

特 魚 需要 高 1 中旬 行わ

＝ いう地元 教 祭

期間 あ 期間 合わ 魚 捕獲

荷 農民 莫大 利益

い あ 異 宗教 信仰

い 者 存在 経 的 恩

恵 い 言え 教 彼
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魚や 作物

知 い 消費 い 逆

教 村 沿い 移民 村

あ 牛 飼料

い稲藁 あ 移民 村 乾季

稲 栽 高 品種 藁 硬い

時期 雨季前 保管 い

新鮮 稲藁 雨期明 穫後

買い付 ッ あ

教 民 異 生業活動 営

存在 新 入源 得 い  

例 示 う 互い 生存 盤

向 異 自然環境 暮

存在 い い

ッ 宗教 言語 異 多様

比較的近い範 共存 地域

全体 自然環境 適応力 高 い 言

え 農学的適応 工学的適応 対

社会学的適応技術 呼 辺 2012 社会

学的適応 う 多様

構成 地域 い 社会

集団 専門的 知識や技術

社会的 蓄積 降水 変動

や災害 社会全体 生存 盤

確保 いう対処法 あ  

 

 地域気候学と太陽光発電 

 

前節 筆者 調査地 あ 東部地域

例 地域 民 農学的 工学的 社会学適応

技術 自然 関係 築

紹 地域 自然 付 合い方 技

術 着目 考察 地域気候学 視点 陽

電 問題 考え 際 効 あ 思わ

陽 電 状況 い

簡 触 い 5)
 

性的 電力 足

地方部 電 い い農村 多数残

い や う 大都

停電 見舞わ 繁 あ

う 劣 状況 置 背

電力 業 担い手 あ 各 電力 業体 経営

実 破綻 設備投資や

挙 福味

2013 電力 足 解決 経 成長

2007 2015

日 原子力 力 定 結 技術移転

う い 陽 電

再生 能 膨大

需要 一端 う存在 期待 い  

2007 わ 2.12MW 始

陽 電 業 2010 開始 ワ

国家 陽 ッ Jawaharlal 

Nehru National Solar Mission 2022

20,000MW 電力生産 目指 い ほ

陽 電 生産 大 期待 い

気候学的 見地 大 能性

国 秘 い い あ

気候 簡 述 東部 雨季 期

間 長 降水 多い 対 西部 雨季

短 降水 少 い 陽 電

最 要 条件 あ 日射 日照時

間 西部 い 値 大 実際

陽 電

や い 西部 半乾燥地

帯 ほ 集中 い  

人 い い砂漠や耕地

利用 い荒蕪地 来 資源

価値 乏 地域 陽 設置

陽 電 いう一種 環境適

応技術 入 新 社会 環境

関係 構築 例 あ 言え う 元 あ

陽 射 利用 い 理念 農

学的適応 近い 一方 地域

人 過密 あ 大規模

実行 土地 確保 課題 Roy 
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写真４ 運河の上に設置さ た太陽光パネル 
Wikipedia  

 

2015 土地 農業 土地利用

行わ い 場合 う 方策 考え

う  

特徴あ 陽 電 組 一 紹

い 電力公社 Gujarat State 

Electricity Corporation Limited 河 試験的

建設 1MW 陽 電施設 あ 写真

4 陽 電 潜在力 高い 西部 半乾

燥地域 日照時間 長い 気温 高

昼間 地表面 水 蒸

地域 灌漑 利用 麦 物生産

行わ 河 長距 河 引い

水面 蒸 損失 無視 い

い 農家 解決

あ 既存 河

設置 新 用地 得 必

要 い 6) 河 覆い隠 形

河 水 蒸 抑え 効果 見込 河

総延長 1,900 km 1 割 長 相当 区域

陽 設置 定 完成

4,400 土地 間 200 億 ッ

水 節約 いう 陽 電

河 蒸 抑え いう工学的適

応技術 利用 い あ  

う 技術 軟

想 用い 革新的 解決法 生

表

いう概念 あ 語

革新的 問題解決 方法 創性 機

転 生 席 解決法 いう意味 あ

ほ 2013 日 語 創意工 近

い い 地方部 営

い 草 根 明や え 気

熱 利用 食品 冷 粘土製 冷蔵庫

精神 あ

思考 軟性や 創造性 近 新

機軸 枯 い 欧米 企業 注目

い  

 

 地域気候学の視角 ら見た景観紛争 

 

 例 手 日 陽

電 問題 う 捉え

考察 い  

 山梨県 杜 陽 電 問題 い

関係 主体 陽 設置

業者 業者 土地 提供 地主 陽

電 設置 問題 考え 民 あ

地域 特徴的 自然環境 何 魅力 感

い わ 自然環境 捉え方 関わ 方

異 い  

 陽 電 設置 業者 杜

日 国 い 日照時間 最 長い地域

属 浅 2015 いう点 魅力 感

日照時間 いう目 見え い気候資源 最大限

活用 う い あ

森林 整地 陽 電 設

置 いう手法 い 元来

あ 自然環境 改造 自 利用 や

い形 変え う工学的適応技術 通 思

想 あ 業者 土地 提供 地主 農業

使用 い土地

限 効活用 益

う 自然環境 捉え方 業者 共
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通 あ 工学的適応技術 土地生産性

向 能 一方 急激 環境改変

観破壊や汚 産物 生 険性

い  

 一方 陽 電 問題 前 地

い 民 都 部 移

民 地域 自然環境 対 全 異

視点 向 い 方 美 い山並

山あい 流 清 水

四季折々 色合い 変え 樹木群 山 広

や 営 澄 空 浮 ぶ雲 中 2015

地域 特 観 美 魅 移

観 人 手 え 保全

考え い 人々 必 自然環

境 直接的 利益 い わ い

自然環境 元 あ 状態 利用

う いう立場 あ 思想 農学的適応

技術 通 あ 農学的適応技術 強引

環境改変 伴わ い 生産性 い あ

持 性 優 い いう利点 あ  

 う 陽 電 問題 2 異

自然観 対立 い 換え

全 場所 赴い 目 前 自然 最大限

利用 益 う 考え 人 あ

自然 保全 無理 持 的 活用 う

いう人 全 異 視線 自然環

境 捉え い あ 一方 立場 正

う一方 立場 間 い 論

い 当人 情 立場 異

極当然 あ 実 河 陽

設置 例 示 う 両者

工 第 共存 能 あ 幸 民

族 成 立 い 例 異

杜 場合 異 自然観 者

士 近 迫 い あ う 陽 電

設置区域 限 行 指 両

者 対立 回避 理想 あ う

生 い 問題 解決 い

新 規 設 実効性 乏 い

う  

 残 社会学的適応技術 観点

問題 考察 う あ う 対

立 原因 民 立場 自然観 異

起因 い 陽 電 推

い地主 あ 自然環境 保全 い移 者

あ 地域 暮 い 紛 い

実 あ 段 別 立場 生活 い

災害 地域 中 大 問題 生 場合

自 立場 優 地域社会

民 否 応 力 必要性

う 際 地域 民属性 多様性

各人 保 い 技術や知識 多様性 高

問題 乗 越え 能性

い う 互い 立場 あ 程度 合

地域社会 多様性 高 う

問題解決 方向性 模索 あ う

考え  

地域集落 定存 考え 所

区 林 2 ヶ所 大規模 陽 電所 誘 地

域集落 子育 世代 地域集落定 者 対

入 活用 地域集落

補 金等 支給 充 定 者 応援

自 考え い 集落 あ 浅 2015

いう動 あ う 陽

電 場 社会 活性 持 性

増 能性 期待 い 耕作 棄地 陽

設置 い や日 全国

杜 成 例 全国 過疎地域

新 振興策 能性 あ う

期 停電時 東京電力 地域 民 優 的

給電 行う 組 あ 高橋 2015

あ 業者 一方的 地域 利益 い

非常時 電力供給 地域

貢献 求 業者 民 側

地域社会 一員 あ 自覚 互い

立場 理解 結果的 自 益
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結果 あ 思わ

立場 い 互い 主張 耳 傾 妥

点 始 現実的 解決法

い い う  

 

 問題を読み解くために：地域気候学 らの提 

  言 

 

 筆者 問題 現場 あ 山梨県 杜 訪問

陽 電 現状 自 目 観

察 機会 持 い い 陽 電

問題 当 者 い 関係者各

苦労 省 自 意見 述

筆者 思い 意見 視点 関係者

間 う 昔 検討 実際 問題解決

何 役 立 い い 筆者

農村 暮 決 福

い村人 自然環境 利用 技術

宗教 言語 異 民 対立 乗 越え

共存 知恵 育 知 感銘

資金や 乏 い環境 中

的 想 生 持 的 暮 営 い

あ 地域気候学 いう考え

結局外 論理 押 付 現実的 解決

結 自然環境や社会条件

含 地域個別 情 考慮 い

意味 い 気 い あ 民

間 者 尊 う 議論 行わ 地域

社会 将来世代 誇 う 適応策 生

願 や い  

 

注 記 

1) Area Studies 呼

第 2 大戦後 祥 応用志向

学問 指  

2) 気候 大気現象 環境

全般 関連 捉え い 風土

いう概念 通 あ 地域気候学

環境 人間 関わ 地域 部 見

う いう試 あ  

3) 1 人当 所得 2013 度 全国

均 74,380 対 ッ 均

44,263 あ Government of Assam, 

2015 1 約 1.6 2016 9 現在  

4) 地元 研究者 確 茶園 高

密度 植え い 樹木 外来

Eucalyptus 木 あ 乾燥地 育

木 地中水 根 大 い

水 保 効果 い 疑問 残

一方 土壌 酸性 侵食 防 目的

植え い 能性 あ  

5) 節 記述 あ Bhushan et al. (2014)

参考  

6) 日 中 駐車場 陽 電

設置 似 規模

あ 朝日新聞 2015  
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